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─────────────────────────────────────────── 

平成22年 第４回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第７日） 

                             平成22年12月22日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第７号） 

                        平成22年12月22日 午前10時00分開議 

 日程第１ 請願・陳情の取下げの件について 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 議案第86号 由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について 

 日程第４ 議案第87号 由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止について 

 日程第５ 議案第88号 由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について 

 日程第６ 議案第89号 由布市湯布院福祉センター条例の一部改正について 

 日程第７ 議案第90号 由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第８ 議案第91号 由布市民運動場条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第92号 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について 

 日程第10 議案第93号 西石松地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第11 議案第102号 平成２２年度由布院小学校新築（建築主体）工事請負変更契約の締 

結について 

 日程第12 議案第103号 平成２２年度由布市一般会計補正予算（第７号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 請願・陳情の取下げの件について 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 議案第86号 由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について 

 日程第４ 議案第87号 由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止について 

 日程第５ 議案第88号 由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について 

 日程第６ 議案第89号 由布市湯布院福祉センター条例の一部改正について 

 日程第７ 議案第90号 由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第８ 議案第91号 由布市民運動場条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第92号 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について 
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 日程第10 議案第93号 西石松地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第11 議案第102号 平成２２年度由布院小学校新築（建築主体）工事請負変更契約の締

結について 

 日程第12 議案第103号 平成２２年度由布市一般会計補正予算（第７号） 

────────────────────────────── 

出席議員（21名） 

１番 鷲野 弘一君        ２番 廣末 英德君 

３番 甲斐 裕一君        ４番 長谷川建策君 

５番 二ノ宮健治君        ６番 小林華弥子君 

７番 髙橋 義孝君        ８番 新井 一徳君 

９番 佐藤 郁夫君        10番 佐藤 友信君 

11番 溝口 泰章君        12番 西郡  均君 

13番 太田 正美君        14番 佐藤  正君 

15番 田中真理子君        16番 利光 直人君 

17番 久保 博義君        19番 工藤 安雄君 

20番 生野 征平君        21番 佐藤 人已君 

22番 渕野けさ子君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 長谷川澄男君        書記 江藤 尚人君 

書記 馬見塚量治君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 首藤 奉文君   副市長 …………………… 清水 嘉彦君 

教育長 …………………… 清永 直孝君   総務部長 ………………… 野上 安一君 

総務課長 ………………… 佐藤 式男君   財政課長 ………………… 秋吉 孝治君 

総合政策課長 …………… 相馬 尊重君   防災安全課長 …………… 利光  浩君 

契約管理課長 …………… 渡辺  定君   会計管理者 ……………… 工藤 浩二君 
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産業建設部長 …………… 佐藤 省一君   建設課長 ………………… 麻生 宗俊君 

健康福祉事務所長 ……… 河野 隆義君   子育て支援課長 ………… 宮﨑 直美君 

健康増進課長 …………… 衛藤 義夫君   環境商工観光部長 ……… 溝口 博則君 

環境商工観光部参事兼産業廃棄物対策課長 …………………………………… 加藤 康男君 

挾間振興局長 …………… 目野 直文君   庄内振興局長 …………… 服平 志朗君 

湯布院振興局長 ………… 古長 雅典君   教育次長 ………………… 島津 義信君 

教育総務課長 …………… 森山 泰邦君   学校教育課長 …………… 江藤 実子君 

中央公民館長 …………… 菅  正則君   スポーツ振興課長 ……… 加藤 勝美君 

消防長 …………………… 平松十四生君   代表監査委員 …………… 佐藤 健治君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（渕野けさ子君）  皆さん、おはようございます。議員及び執行部各位には連日の御審議で

お疲れのことと存じますが、本日もよろしくお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は２１人です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 執行部より市長、副市長、教育長、代表監査委員、各部長及び関係課長の出席を求めておりま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第７号により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．請願・陳情の取下げの件について 

○議長（渕野けさ子君）  それでは、日程第１、請願・陳情の取り下げについてを議題といたしま

す。 

 まず、請願受理番号２０、生活道路の市道認定に関する請願については、本定例会において産

業建設常任委員会に付託いたしましたが、請願者からお手元に配付の写しのとおり、取り下げる

旨の申し出がありました。 

ここで、産業建設常任委員長に審査の経過について報告を求めます。産業建設常任委員長、太

田正美君。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  おはようございます。産業建設常任委員長、太田正美で

す。本委員会に付託されました受理番号２０番の請願の取り下げの件について、御報告いたしま

す。 

 本委員会に付託されております請願第２０号、生活道路の市道認定に関する請願書の取り下げ

の経緯について御報告いたします。 
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 去る１２月１６日に現地調査を行い、建設課立ち会いのもと、地元関係者に請願提出に至る詳

細な説明を受けました。 

 それを受けまして、委員会で審査しておりましたが、１２月２０日付で、請願提出者より諸般

の事情で請願を取り下げる旨の届け出がありましたので、当委員会としては、その時点で本請願

の審査を中断したところであります。 

 以上、報告いたします。 

○議長（渕野けさ子君）  委員長の報告が終わりました。 

 お諮りします。ただいま議題となっています請願受理番号２０の取り下げの件については、請

願者からの取り下げの申し出のとおり、これを承認することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、請願受理番号２０の取り下げの件については、

これを承認することに決定しました。 

 次に、陳情受理番号９、養護老人ホーム寿楽苑の改築に関する陳情について、本定例会におい

て教育民生常任委員会に付託いたしましたが、陳情者からお手元に配付の写しのとおり、取り下

げる旨の申し出がありました。 

 ここで、教育民生常任委員長に審査の経過について報告を求めます。教育民生常任委員長、佐

藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  改めまして、おはようございます。 

 それでは、陳情取り下げの件につきまして御報告をいたします。 

 本委員会に付託されております陳情受理番号９、養護老人ホーム寿楽苑の改築に関する陳情書

の取り下げの経緯について説明を申し上げます。 

 去る１２月１５日の常任委員会に、陳情書提出者に出席要請を行い、関連する福祉対策課、健

康増進課同席のもと、陳情内容について詳細な説明を受けました。その後、委員会として審査に

入りましたが、１２月１７日に、陳情者より諸般の事情で取り下げたい旨の届け出がありました

ので、委員会としてはその時点で審査を中断したところであります。 

 以上、御報告申し上げます。よろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  委員長の報告が終わりました。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています陳情受理番号９の取り下げの件については、

陳情者からの取り下げの申し出のとおりこれを承認することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、陳情受理番号９の取り下げの件については、こ

れを承認することに決定しました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２．請願・陳情について 

○議長（渕野けさ子君）  それでは、日程第２、請願・陳情についてを議題とします。 

 本定例会において付託いたしました請願７件、陳情２件及び前期定例会にて継続審査の陳情

２件につき、各委員長に審査の経過と結果について報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、髙橋義孝君。 

○総務常任委員長（髙橋 義孝君）  おはようございます。総務常任委員会委員長の髙橋義孝です。

ただいまから請願・陳情の審査について御報告をさせていただきます。 

 本委員会に付託の請願２件、陳情２件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第

１３６号第１項の規定により御報告させていただきます。 

 審査の日時は、現地視察も含めて日時、場所、出席者は報告書に記載のとおりでございます。 

 まず、請願受理番号１８、地方選挙における候補者に関する情報の充実等を図るための公職選

挙法の改正を求める意見書の提出に関する請願です。 

 本請願は、地方選挙において、有権者に候補者の政策等を知る機会の拡充が図れるようにする

ため、平成２３年度の統一選挙までに所要の制度改革を行い、公職選挙法の一部改正を求めるも

のです。 

 委員会において、紹介議員より、総務省における選挙制度改革のこれまでの取り組み状況や経

緯また請願趣旨について、るる説明がなされました。 

 委員会の審査では、現行制度の課題等について議論を行いました。選挙制度の改革については、

総務省においてこれまでも見直しや法改正が行われているものの、いまだ十分とは言えない状況

であり、さらなる制度改革が必要であるとの結論に至りました。 

 慎重審査の結果、全員異議なく、採択すべきものと決定をいたしました。 

 続きまして、陳情受理番号１０番、湯平ふれあいホール付帯施設の整備について。 

 湯平ふれあいホールは、湯平地区民が健康で文化的な生活の向上と社会の発展に寄与し、活力

と魅力に満ちた地域づくりを推進するために設置された施設であり、平成１８年第３回定例会に

おいて、これまでの経緯や効果的、効率的な運営が期待できることから、公募によらない選定に

より、施設の管理を湯平区区長として管理運営を行っているものです。指定期間は平成１８年

１０月１日から平成２８年３月３１日となっています。 

 本陳情は、湯平ふれあいホールの管理、運営について、区民がより利用しやすく、効果的、効

率的運営ができるよう施設の改修を求めるものであります。 

 委員会において、現地視察を行い、陳情提出者より説明を求め、湯平ふれあいホールの現状と

課題について確認を行いました。また、担当課からも、これまでの経緯や取り組みについて説明
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を求めました。 

 委員会の審査では、各委員よりるる質疑や意見がなされ、その後、各委員の意見を整理した結

果、立地上特異な問題であることや、管理運営上の支障については理解をするところではあるが、

整備の方策については協議を重ね、まずは条件整備について検討を行うことが必要であるとの結

論に至りました。いずれにいたしましても、これまでの経緯や施設設置の目的、指定管理者制度

の導入からすれば、早急な対応が求められます。 

 慎重審査の結果、全員異議なく、趣旨採択すべきものと決定をいたしました。 

 なお、審査の過程において、指定管理のあり方や公民館の整備、維持管理については、今後、

見直しも含めた検討が必要であるとの意見がなされていますので、申し添えておきます。 

 続きまして、受理番号１１、市有地の売却に伴う陳情について。 

 内容を十分に精査することから、継続審査を求める意見があり、継続審査することについて諮

ったところ、全員異議なく、継続審査すべきものと決定をいたしました。 

 続きまして、継続審査分の請願でございます。 

 受理番号５、安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算の拡充と国道交通省の出

先機関の存続を求める陳情。 

 委員会において、陳情提出者である国土交通省管理職ユニオン九州支部大分分会の瀬戸口氏に

説明を求めました。瀬戸口氏より本陳情に係る国の動向や地域主権をめぐる現状、陳情趣旨につ

いて説明がなされました。 

 委員会の審査では、国の出先機関の廃止・縮小は既に閣議決定されており、その出先機関の受

け皿についても検討が進められている。地方分権、地域主権からいえば、出先機関の事務、権限、

人員、財源等は地方に移譲し、地域のニーズに沿った組織とすべきである。また、他方、社会資

本の整備は、国と地方が役割分担して行うべきであり、そのためには出先機関を地方に配置して

おくことが望ましい。また、国道２１０号線は、由布市地域間の活発な交流を支え、産業発展や

地域振興に不可欠な基盤であり、国が直轄で管理しているからこそ整備が促進されている等の意

見がなされました。 

 その後、各委員の意見を整理した結果、国民にとって必要な社会資本の整備、管理は、引き続

き国の責任ある執行が求められることから、意見書を提出することが妥当であるとの結論に至り

ました。 

 慎重審査の結果、賛成多数で、採択すべきものと決定をいたしました。 

 以上で、本委員会に係る請願・陳情の審査を終わらせていただきます。何とぞ御賛同賜ります

ように、よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 
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○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  教育民生常任委員会の請願・陳情審査報告を申し上げま

す。 

 本委員会に付託の請願２件、陳情──継続分でございますが──の１件を審査の結果、下記の

とおり決定したので、会議規則第１３６条第１項の規定により報告をします。 

 期日につきましては、１２月１５日、１７日でございます。場所、出席者、書記等は列記のと

おりでございますので、御一読をください。 

 それでは、請願受理番号１２、現行保育制度の拡充に関する請願書の委員会の意見並びに審査

結果でございますが、本請願の趣旨は、国が本年６月に「子ども・子育て支援システムの基本制

度案要綱」を決定したが、その内容が、市町村の保育実施義務をなくし、現行の「認可制度」を

「指定制度」にするものとなっていることから、保育の産業化を図るものであり、反対するとい

うものです。 

 要綱は、国や市町村の保育責任を大幅に後退させる内容となっています。保護者は自己責任に

おいて直接保育所と契約を結ばなければならず、事務手続の負担がふえます。また、市町村に認

定された保育上限量の範囲で保育所を利用することとなりますので、認定時間を超えて利用する

場合は全額自己負担となり、負担増大につながることから、経済的な理由で保育所を利用できな

い子どもがふえることが懸念されています。 

 子どもたちのすこやかな成長のため、また、行政を通しているから信頼して保育所を利用でき

るという保護者の安心確保のためには、現行の公的保育制度の堅持・拡充が望ましいとの意見が、

多くの委員から出されました。 

 慎重審査の結果、全員一致で、採択すべきものと決定いたしました。 

 続きまして、受理番号１３、平成２３年度に予想される石城小学校の複式学級解消のための加

配教員配置を求める請願の委員会の意見並びに審査結果でございますが、標記の小学校では、過

疎化等に伴う児童数の減少により複式学級が余儀なくされ、これまで市単独による教職員の加配

を行ってきましたが、来年度はさらに複式学級がふえて、２クラスとなる状況となっています。 

 複式学級における児童の心の成長への影響、学力の保障等、また、地域と保護者、学校が一体

となった子どもたちの健全育成の取り組みの継続など、過疎地域における厳しい教育環境の整備

のために、今後も加配の必要性は認めるところです。よって、本請願は、全員一致で採択すべき

と決定しました。 

 なお、教育委員会から、市内では他の小学校においても、少子化等により同じような状況が予

想されるところであり、請願等の有無にかかわらず、すべての学校を平等に取り扱っていますと

の説明がありました。 

 児童教育環境の充実、地域活性化のために、市としての最大限の取り組みを、委員会として強
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く要望しました。 

 続きまして、陳情継続分でございますが、子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳

情でございます。 

 委員会の意見、審査の結果でございますが、子ども手当法は、次代の社会を担う子どものすこ

やかな育ちを社会全体で応援し、安心して出産・育児ができる社会をつくることを目的として、

平成２２年４月より実施されました。 

 教育の経済的負担軽減につながることや、景気対策になるという考えの一方で、その莫大な財

源確保の問題や、扶養控除、配偶者控除等廃止等による負担増など、マイナス面も数多く指摘さ

れてきました。平成２３年度の子ども手当についても、支給額やその財源として地方負担を求め

るかどうかなど、財源確保の問題がいまだに結論が出ておらず、安心して出産・子育てができる

安定的な制度とはほど遠いものとなっています。 

 委員会としては、推移を見守る立場で継続審査としてきましたが、いまだに制度が確立された

とは言えない状況です。しかしながら、児童手当も既に廃止され、子ども手当にかわる有効な支

援制度も実施されていない状況でこの制度が廃止されれば、子育て世代にとって大きな負担増と

なるのは間違いないことから、廃止を求めるこの陳情については、全員一致で不採択と決定しま

した。 

 政府に対しては、一刻も早く安定的な子育て支援制度の確立を求めたいとの意見が多くの委員

から出されました。 

 以上でございます。どうぞ、よろしく御賛同をお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、産業建設常任委員長、太田正美君。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  産業建設常任委員会より、請願４件について審査結果を

報告いたします。 

 本委員会に付託の請願４件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１３６条第

１項の規定により報告いたします。 

 審議内容は、表記のとおりです。 

 審査結果、受理番号１４、件名、ＴＰＰの参加に反対する請願。 

 委員会の意見、本請願は、政府のＴＰＰ協定交渉への参加に反対するものです。 

 農業が産業の柱である由布市にとって、食料をさらに外国に依存することは、農家に与える影

響は極めて深刻であると考えます。しかし、国の貿易や経済を考えたときに、他国に対して積極

的な姿勢を示さなければならないという国の姿勢も理解できます。ＴＰＰへの参加と、農業政策

に関する国の具体的な考え方をいま一度見守るべきで、今の段階で当委員会として結論を出すこ

とは大変困難であり、継続審査とすることに決定いたしました。 
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 受理番号１５、件名、市道編入に関する請願について（庄内町龍原）。 

 委員会の意見、本請願は、龍原地区の里道の市道編入を求めるものです。 

 １２月１６日に現地確認のため、地元の方々の説明を受けました。この里道の沿線には住宅が

建ち並んでおり、地域住民に密着した生活道路であることが確認できました。また、字図の一部

に民有地がありましたが、寄附行為の承諾もとられております。 

 慎重に審査した結果、全員一致で、採択すべきものと決定しました。 

 受理番号１６、件名、市道編入に関する請願について（庄内町大龍）。 

 委員会の意見、本請願は、大龍地区の農道の市道編入を求めるものです。 

 １２月１６日に現地確認のため、地元の方々の説明を受けました。地域住民の方々で維持管理

をしておりますが、国道と、病院や歯科医院への接続道路として利用され、歩行者や通行車両が

増加しているとのことです。 

 慎重に審査した結果、全員一致で、採択すべきものと決定しました。 

 受理番号１９、件名、環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定交渉への参加反対を求める請

願書。 

 委員会の意見、請願受理番号１４と同内容、同趣旨につき、継続審査とすることに決定しまし

た。 

 以上で報告を終わります。どうぞよろしくお願いします。（発言する者あり） 

○議長（渕野けさ子君）  暫時休憩いたします。 

午前10時21分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時22分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。 

 総務委員長、髙橋義孝君。 

○総務常任委員長（髙橋 義孝君）  総務委員長、髙橋です。 

 大変済みません。報告書の訂正をお願いいたします。先ほど請願・陳情の審査報告をさせてい

ただきましたけども、まずかがみの部分で、請願１件、陳情３件ということで御訂正をお願いい

たします。 

 それと、継続審査分も、ここの一番頭のところに請願、継続審査分と書いておりますが、ここ

を陳情に訂正をお願いいたします。大変済みません、よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  以上で、各委員長の報告が終わりました。 

 これより審議に入りますが、委員長報告に対する質疑については、審査の経過と結果に対する

疑義にとどめることをお願いしておきます。 
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 まず、請願受理番号１２、現行保育制度の拡充に関する請願を議題として、質疑を行います。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより、請願受理番号１２を採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、請願受理番号１２は採択とすることに決定いた

しました。 

 次に、請願受理番号１３、平成２３年度に予想される石城小学校の複式授業解消のための加配

教員配置を求める請願を議題として、質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、西郡均君。 

○議員（１２番 西郡  均君）  委員長にお尋ねいたします。委員会の意見の中で、請願等の有

無にかかわらずすべての学校を平等に取り扱っていますという説明をそのまま載せてるんですけ

ども、こういう請願の取り扱いを、かつてしないという、まあ執行部にやってくれという話をし

てたんですけども、そこ辺の話はどういうふうになったんでしょうか。多分そこまで書き込まれ

ると私は思ってたんですけども。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 その問題も全員協議会並びに皆さんから出ましたので、そういうことも含めて委員会で、教育

委員会から説明を受けて、今後はそういうことをするということでありましたので、この請願等

の有無にかかわらずという書き方で列記をさしていただきましたので、どうぞ御理解をお願いし

ます。（「はい、御理解をしました」と呼ぶ者あり） 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより、請願受理番号１３を採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。本案は



- 265 - 

委員長報告のとおり採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、請願受理番号１３は採択とすることに決定いた

しました。 

 次に、請願受理番号１４については継続審査です。 

 次に、請願受理番号１５、市道編入に関する請願についてを議題として、質疑を行います。質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより請願受理番号１５を採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。本案は委

員長報告のとおり採択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、請願受理番号１５は採択とすることに決定いた

しました。 

 次に、請願受理番号１６、市道編入に関する請願についてを議題として、質疑を行います。質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより請願受理番号１６を採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。本案は委

員長報告のとおり採択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、請願受理番号１６は採択とすることに決定いた

しました。 

 次に、請願受理番号１８、地方選挙における候補者に関する情報の充実等を図るための公職選

挙法の改正を求める意見書の提出に関する請願を議題として、質疑を行います。質疑はありませ

んか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより請願受理番号１８を採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。本案は委

員長報告のとおり採択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、請願受理番号１８は採択とすることに決定いた

しました。 

 次に、請願受理番号１９については継続審査です。 

 次に、陳情受理番号１０、湯平ふれあいホール付帯施設の整備についてを議題として、質疑を

行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより陳情受理番号１０を採決します。この陳情に対する委員長報告は趣旨採択です。本案

は委員長報告のとおり趣旨採択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、陳情受理番号１０は趣旨採択とすることに決定

いたしました。 

 次に、陳情受理番号１１については継続審査です。 

 次に、陳情受理番号３、子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳情を議題として、

質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、溝口泰章君。 

○議員（１１番 溝口 泰章君）  １１番、溝口です。委員長にお伺いします。子ども手当に関し

ての廃止を求めるという意見書に関する審査の中で、財源確保の問題がいまだ結論が出ておらず、

安心して子育てができない、そういう制度ではないんだということになっているということでし

たらば、議論の内容として、その点を解消すべきだという御意見もあったかと思いますけれども、

そうなると、廃止を前提として考えなければならないという理論的整合性が求められるんですけ

ども、委員会では廃止されると負担増になるということですが、先だってというか、きのうのこ
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とですけれども、国交省の余剰金、兆に達する余剰金を財務省は、よこせということで、それを

多分子ども手当に充当するんだろうという資金繰りといいますか、財源の確保にこれほどきゅう

きゅうとなって他省までの──厚労省じゃなくて、国交省まで金を回せというふうな窮状になっ

ているこの財政問題に対しての認識なども前提として議論がなされなければならないと思うんで

すけども、その点の深まりを実際に議論なさったんでしょうか。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答え申し上げます。 

 今、溝口議員さん申されたように、非常にこの制度につきましては、国のほうでは、財源問題

を含めて右往左往しているような状況でございます。 

 しかしながら、この願意と申しますか、子ども手当の廃止を求める意見でございますので、こ

この報告書に書かせていただきましたように、やはり今の手当が１万３,０００円出ている状況

の中で、もう実施をされて、それぞれ保護者を含めた皆さんにやっぱり活用されているという点

から見れば、廃止をすれば児童手当というものがもうなくなった状況の中で、やっぱり負担増に

なるということで、そのことを含めて議論もしたところでありますし、願意の廃止ということに

なれば、やっぱり不採択という結果になったわけでございます。 

○議長（渕野けさ子君）  １１番、溝口泰章君。 

○議員（１１番 溝口 泰章君）  今の御説明では、ちょっと明らかにならなかったところが、

１万３,０００円を３歳までは７,０００円上乗せするという制度の拡充ですね。財源難を前提と

して、そういう右往左往というふうに本当おっしゃいましたけども、国がそれほどの手当を出す

んであれば、必ずやその前提として財源を用意するというのは、これはもう当然でありまして、

やろうとしているから、こっちからの財源を持って来るとかいう、このぶれを、国民あるいはこ

ういう地方議会から声を出して、しっかりと見直しも含めて制度の確立を──制度自体は、私は

否定しているわけじゃないんですから、制度の確立を図るためには、しっかりした政府の財政的

裏打ちを最初にすべきだという意見で、廃止、すなわち即児童手当の復活というのは、これはも

う当たり前でございますから、両方廃止するようなそんなばかなことはしないと思います。そう

いう面での政府に物申すという積極的姿勢の御意見などがあったかどうか、それもお伺いしたい

と思います。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えいたします。 

 国の所管する事項と地方のする所管、非常にどうしようもない部分がございます。まあ意見と

して、今、議員言われるような意見も確かにございましたが、いかんともしがたいという状況で、

国は国のやっぱり国会での成り行きを見守ると、そういうことしか現時点ではできない。この請
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願、陳情を受けた、廃止を求める意見書を受けたときの時点ではそういうことになってませんの

で、こういう報告となりましたので、よろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  １１番、溝口泰章君。 

○議員（１１番 溝口 泰章君）  であれば、もうこういう不採択の結論を出すよりも、採択をし

て、そして、その後の児童手当復活をその中に盛り込むという形のほうがベストだと思います。

そういう意見はゼロだったんですか、それとも、どなたからきちっとなさったんでしょうか。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 審査の中では種々の、委員からの意見もございましたが、そこまでの内容の意見はございませ

んでした。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。６番、小林華弥子さん。 

○議員（６番 小林華弥子君）  １１番議員さんと同趣旨なんですけども、これを不採択にするか

わりに、本来委員会がおっしゃっていらっしゃる一番最後の部分、政府に対しては一刻も早く安

定的な子育て支援制度の確立を求めたいとの意見が多くの委員から出されたということですので、

であれば、この陳情に関しては不採択にするけれども、逆に委員会から意見書を発議して出すと

いうようなことの検討は、今後も含めてされているのかどうかということを教えてください。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 当然こういう意見も我々出しております。やっぱり不安定な制度ではいけないということです

ので、今後ともそういう件に関しましては、委員会の間で協議してまいりたいと思います。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。７番、髙橋義孝君。 

○議員（７番 髙橋 義孝君）  委員長、１点だけ教えてください。来年度の由布市の負担額です。

対象者、それと総額がどういうものなのか、多分委員会の中で諮ってらっしゃるんだろうと思う

んで、予定だけでも結構です、教えてください。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 その中で、具体的に説明は、ちょっと今、私の記憶で定かでないもんですから、もしそういう

資料が要れば、後ほどまたわかった時点で髙橋議員にお配りしたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 まず、原案反対者の討論をお願いします。（発言する者あり）賛成。１１番、溝口泰章君。 

○議員（１１番 溝口 泰章君）  じゃ、原案に賛成の立場ですけども、よろしいですか。 

○議長（渕野けさ子君）  はい。 

○議員（１１番 溝口 泰章君）  この陳情の趣旨をかんがみますと、当然これから先の地方負担、

今、髙橋議員が資料といいますか、その点の議論を確認いたしましたけれども、もう既に地方負

担を内包している制度だと見ても、私は一切差し支えないと思います。これから、３歳児までの

７,０００円の上乗せだけではなく、それ以降の子どもに対する手当などにも、地方の負担を盛

り込んだ要求が必ずや出てくると。であれば、早くその目を断ち切るためにも、政府に再考を促

すという意味も含めてこの意見書を出して、意見書を出すことよって政府の目を覚ます、そのよ

うな動きを、地方負担を見越して議会は、執行部は行うべきだというふうに考えて、この意見書

を提出することに強く賛成して、賛成討論、ぜひとも通してほしいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、原案反対者の討論はありませんか。１６番、利光直人君。 

○議員（１６番 利光 直人君）  今回の不採択の立場でもって討論したいと思います。 

 私ども委員会は、請願者の福岡の方の女性の名前にありますように、溝口委員長が言われる児

童手当は当然今回かわるものが子ども手当になりまして、結局、委員長が言われる、当然子ども

手当がこれはなくなれば、政府は何かの子どもに対してつくるだろうということは、あなたの想

定であって、我々は結局、児童手当にかわる子ども手当となったら、これが１本しかないと。だ

から、これをなくしたんでは、と請願者の女性の方の理解をして、こういう採択ということで、

要するに、我々の解釈は、もう子どもに対するものが全然なくなると、これじゃいかんというこ

とから、これはやっぱり不採択にして子どもを守らにゃいかんということから、こういう結果に

なっとるので、そういう意味での討論を申し上げます。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで討論を終わります。 

 これより陳情受理番号３を採決します。この陳情に対する委員長報告は不採択です。したがっ

て原案について採決します。陳情受理番号３を採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立4名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立少数です。よって、陳情受理番号３については不採択とすることに

決定いたしました。 

 次に、陳情受理番号５、安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算の拡充と国土
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交通省の出先機関の存続を求める陳情書を議題として、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより陳情受理番号５を採決します。この陳情に対する委員長報告は採択です。本案は委員

長報告のとおり採択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立19名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、陳情受理番号５は採択とすることに決定いたし

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第８６号 

日程第４．議案第８７号 

日程第５．議案第８８号 

日程第６．議案第８９号 

日程第７．議案第９０号 

日程第８．議案第９１号 

日程第９．議案第９２号 

日程第１０．議案第９３号 

○議長（渕野けさ子君）  それでは、日程第３、議案第８６号由布市過疎地域自立促進基金条例の

制定についてから日程第１０、議案第９３号西石松地区集会所の指定管理者の指定についてまで

の８件を一括議題とします。 

 付託しております各議案について、各常任委員長にそれぞれの議案審査に係る経過と結果につ

いて報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、髙橋義孝君。 

○総務常任委員長（髙橋 義孝君）  総務常任委員会委員長の髙橋義孝です。ただいまから委員会

の審査報告をさせていただきます。 

 本委員会の付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告いたします。 

 審査の日時、場所、出席者、担当課は、報告書に記載のとおりであります。 

 審査結果、議案第８６号由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について、本案は、さきの第
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３回定例会において過疎地域自立促進特別措置法の改正により、新たに由布市過疎地域自立促進

計画が策定されたことに伴い、その諸施策を円滑にまた安定的に実施するために基金条例を制定

するもので、予定としては年間４,０００万円程度を見込んでおり、基金の運用はソフト事業が

対象となっていることから、庄内地域のコミュニティバス事業に運用したいとの説明がなされま

した。 

 慎重審査の結果、全員異議なく、原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 続きまして、議案第８８号由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正について、内容を十分に精査することから継続審査を求める意見があり、継続審査

することについて諮ったところ、全員異議なく、継続審査すべきものと決定をいたしました。 

 以上で当委員会の報告を終わらせていただきます。何とぞ御賛同賜りますよう、よろしくお願

いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  教育民生常任委員長の佐藤郁夫です。委員会審査報告を

申し上げます。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告をいたします。 

 日時から書記までは列記のとおりでございますので、御一読願います。 

 それでは、議案第８７号由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止についての審査の経過及び理由

並びに結果でございますが、庄内中学校寄宿舎は昭和４５年に建設されましたが、少子化による

生徒の減少や保護者の希望もあり、平成１１年から閉寮しており、その後は阿蘇野地区生徒も通

学しています。老朽化が進んでおり、今後とも利用計画はありません。 

 また、閉寮後１０年を経過したことから、文部科学省の許可があれば償還金も発生しないとの

説明がありました。今後は教育施設として使用しないようであれば、用途廃止を行い、普通財産

としたいとの説明がありました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきと決定しました。 

 続きまして、議案第８９号由布市湯布院福祉センター条例の一部改正についてでございます。 

 審査の経過及び理由並びに結果でありますが、本案は、由布市湯布院福祉センター建てかえに

伴い、位置及び使用料を変更するものです。委員からは、使用料について質問がなされました。

執行部からは、使用料については、隣接のクアージュ温泉館との均衡をとったとの説明でした。

由布市民が健康増進、福祉向上を図る目的で使用する場合は無料と定めており、それ以外の目的

で使用する場合は由布市民であっても有料であるとの説明がありました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきと決定しました。 
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 続きまして、議案第９０号由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正についての審査の経

過及び理由並びに結果でありますが、本案については、「由布市立小学校規模適正化推進計画」

に基づき、朴木小学校を平成２３年３月末をもって廃校とし、挾間小学校に統合するため、条例

の一部を改正するものです。統合後は、朴木小学校が特認校であるため、区域外就学申請により

一部の児童は由布川小学校に通学すると説明がありました。保護者や地元関係者との協議も終わ

り、記念式典等の準備も進められています。 

 今後の跡地利用については、地元の意見も取り入れながら、地域活性化のために有効活用を図

りたいとの説明でありました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきと決定しました。 

 続きまして、議案第９１号由布市市民運動条例の一部改正についての審査の経過及び理由並び

に結果でございますが、本案については、上原サッカー・ラグビー場整備による名称変更と施設

使用料の見直しを行うものです。各種団体の利用料金や、陸上クラブやグラウンドゴルフなど、

現在、無料で利用している人たちが今後も使用できるかといった質問が多く出されましたが、減

免申請により今後とも無料で使用できると説明がありました。 

 また、名称については、利用効率を高めるためにも、より市外にアピールできるよう、サッ

カー場としたとの説明がありました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきと決定いたしました。 

 続きまして、議案第９２号由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について

の審査の経過及び理由並びに結果でございますが、本件については、指定管理期間が平成２３年

３月末に終了するのに伴い、平成２３年４月以降も引き続き由布市シルバー人材センターを指定

管理者として指定するものです。 

 施設の安定的経営、福祉施設としての機能の向上、社会福祉法人としてのさまざまな福祉事業

の実績を踏まえてのものであり、選定委員会におきましても適任であるとされています。委員か

らは、事業の健全経営の一層の努力を求める意見と、市内全域へ浸透拡大を望む意見が出されま

した。また、シルバー人材センターの役員体制について、現在、庄内町の役員がいないことから、

３町のバランスを図るよう要望しました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきと決定しました。 

 続きまして、議案第９３号西石松地区集会所の指定管理者の指定についての審査の経過及び理

由並びに結果でありますが、本案は、西石松集会所について、地元西石松自治区を指定管理者と

して指定するものです。選定委員会では、条例で「集会所等の指定管理者は、管理に最も適した

当該自治区民で構成すると団体」と規定されていることから、採点による審査は行わず、西石松

自治区が適任であることを承認しています。 
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 委員からは、適切・迅速な事務処理を求める意見が出されました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきと決定しました。 

 以上でございます。どうぞ賛同賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  以上で、各常任委員長の報告が終わりました。 

 これより審議に入りますが、議案についても委員長報告に対する質疑については、審査の経過

と結果に対する疑義にとどめることを、再度お願いしておきます。 

 まず、日程第３、議案第８６号由布市過疎地域自立促進基金条例の制定についてを議題として、

委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８６号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第４、議案第８７号由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止についてを議題として、

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、太田正美君。 

○議員（１３番 太田 正美君）  １３番、太田です。議案について、質疑のときにちょっと説明

を求めましたが、今後の利用計画についてのお話を委員会でどのようにされたのかというのと、

委員長報告に、許可があれば償還金もというくだりの部分については、委員長はどういう認識を

されているのかを、２点についてお伺いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 利用計画につきましてはまだこの段階ではそういう具体的な話はございませんでした。したが

って、廃止をした後というとらえ方をしております。 

 それから、２点目の許可というのは、やっぱり公立学校施設に係る転用手続等財政処分手続に

つきましては、原則、国庫補助等を受けておれば、それぞれの所管する文科省等の承認が必要と

いうことですので、そういうことで許可ということを書かせていただきました。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。１２番、西郡均君。 

○議員（１２番 西郡  均君）  次の行の、今後は教育施設として使用しないようであれば用途
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廃止を行い普通財産としたいという意味がよくわからんのですけれども、この設置条例そのもの

が廃止されたら、普通財産として取り扱うのかと思ったんですけれども、そこはどういうふうに

理解したらいいんですか。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 この時点が、廃止をするという中の審査をしましたので、今後の、教育委員会としてはそうい

う部分で教育施設として使用しないんであれば、用途廃止をして普通財産とすると、そういう説

明があったもんですからこういう書き方をさせていただきました。 

○議長（渕野けさ子君）  １２番、西郡均君。 

○議員（１２番 西郡  均君）  何の用途を廃止する。用途廃止という意味がようわからんので

す。何の用途を廃止しようとしているんですか。 

○議長（渕野けさ子君）  佐藤郁夫委員長。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  教育関連施設ということだと思っていますので、そうい

う意味の用途廃止と思います。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８７号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第５、議案第８８号由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部改正についてに対する委員長報告は継続審査です。本案は委員長報告のとおり継続

審査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、議案第８８号は継続審査とすることに決

定しました。 

 次に、日程第６、議案第８９号由布市湯布院福祉センター条例の一部改正についてを議題とし

て、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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○議長（渕野けさ子君）  ６番、小林華弥子さん。 

○議員（６番 小林華弥子君）  ６番です。委員長報告の内容を見ますと、使用料について質問を

出されたということで、それに対する執行部からの答弁があります。 

 実は、私もこれが提案された日の質疑を聞いていたときに疑問に思っていたんですが、私は事

前通告がなかったのでかわりに委員会で審議していただきたいというお願いをしたら、中で審議

していただいたようです。ただ、答弁からは、やはり問題はあると思うんですが、そこら辺をど

ういうふうに審議されたのか、具体的に、隣接のクアージュ温泉館との均衡をとった料金設定を

したという説明が執行部からあった。しかし、こちらの福祉センターのほうのホールは市民が健

康増進、福祉向上を図る目的で使用する場合は無料と定めてある。だけれども、クアージュのほ

うは、市民が健康増進、福祉向上を図る目的で使用しても有料であるというふうに条例で規定さ

れています。であれば、同じ市民が健康増進と福祉向上を図る目的で有償としたときに、同じよ

うな施設が並んでいて、片方が無料で片方が有料になっているというのは非常に混乱をするので

はないかというところの精査をしていただきたいというふうにお願いしたんですが、ここからの

回答では、それをどういうふうに整合性をとったのかいまいちわからないので、もう一度お願い

します。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 小林議員さんから１２月１４日、私にもこれを確認してくれということで、質疑ができなかっ

たという中で審議をしまして、それぞれの湯布院福祉センター条例と湯布院健康温泉館条例のそ

れぞれ設置目的がございます。一応読んでおきます。 

 健康温泉館条例の設置目的は、恵まれた自然と豊富な温泉を利用した健康づくりの場を与え、

健康と福祉の増進を図るため健康温泉館を設置するということでございます。 

 それから湯布院福祉センター条例につきましては、設置目的は、市民への福祉サービス、憩い、

レクリエーション等のための場を与え、もって市民の心身上における健康の増進、福祉の向上を

図るため、由布市に湯布院福祉センターを設置するという文言がございます。これを読んでいる

とおりでございまして、これまでもそれぞれの目的等ございまして、減免措置が当然クアージュ

もございました。それで、そういう市民の関係する部分につきましては減免措置も行っているよ

うでありますし、これからもそういうことはあると。そして、福祉センターの分につきましても、

この設置目的に沿ってそういう団体等、特に老人の団体とか、今までどおりの目的内容が一緒で

あれば無料等になるという説明を受けましたので、こういう報告となりました。 

○議長（渕野けさ子君）  ６番、小林華弥子さん。 

○議員（６番 小林華弥子君）  委員会で審議してくださったことには感謝申し上げるんですけれ
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ども、結果、執行部からの十分な答弁が引き出せてないと思うんです。今、委員長がみずから御

説明くださったように、結局２つの施設の設置目的、同じなんです。健康と福祉の増進を図るた

めと、同じ文言の同じ目的の施設、それについての利用料金が、特に市民に関しては片っ方は市

民は無料であると明確に定義をしていながら、もう片っ方は、市民に対しては無料にするという

ふうには書いてないと。 

 今後、同じ目的で市民が利用を申し込んできたときに、どういうふうに片っ方は無料にして片

っ方は有料にしていることに対しての説明をするのかという具体的な担当部局の対応をどういう

ふうにしていくのかということは確認をされたんでしょうか。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 その分につきましても、十分担当課並びに福祉所長ときっちり話す中で、それぞれ条例等の目

的に沿った取り扱いをするという報告を受けております。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 まず、原案反対者の（発言する者あり）、６番、小林華弥子さん。 

○議員（６番 小林華弥子君）  今、質問させていただいたとおりなんですけれども、私、この条

例改正だと不十分だと思うんです。で、多分委員会の中でも大分苦慮されていろいろ審議してく

ださったので、ここはこのままの改正にせずに、これはどういうふうに改正したらいいかという

と、この福祉センター条例の中で、市民が無料であるという条項を削ればいいんです。両方の施

設の条例に減免措置がきちんと認定されています。今、現状でクアージュを利用するときも市民

が福祉目的の場合は市長の減免措置で無料にしてくださっているんです。それを福祉目的じゃな

い市民が利用するときは有料できちんと料金をとっています。そういう減免措置の基準で運用し

ているのであれば、福祉センターのほうも、市民は何もかも全部無料というふうにせずに、福祉

目的のときには市長の減免措置で、これ７条にちゃんと減免措置がありますので、そういう条例

整備をしておかないと、後でほんとに現場が混乱すると思うんです。現場の担当者の方はわかる

と思うんですけれども、実際にクアージュと健康福祉センターが２つ同じような大きさの同じ

ホールがあったときに、市民が利用しようと申し込むときに、福祉センターは無料でクアージュ

が有料だぞという話が一遍に市民の中で広まると思うんです。そうすると、早いものがちで福祉

センターを使ったほうが得だみたいなことになりかねません。そのとき、担当者が、いや、こち

らが、どっちが福祉目的でどっちが福祉目的じゃないかなんていう判断は事実上できないのが実
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態だと思うんです。そういう意味では、現場の混乱を避けるためにも、もうちょっとこの条例を

整備する必要があると思います。 

 しかも、これ今、今の議会で可決しなくても、１回これは否決しておいて、３月議会でもう一

度条例整備し直せば、十分４月１日からの施行予定ですので、間に合うと思いますので、今回は

これは可決せずに置いておくほうがいいんじゃないかなと思いまして、これに反対いたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、原案賛成者の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第８９号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立17名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩いたします。再開は１１時１５分といたします。 

午前11時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時16分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。 

 次に、日程第７、議案第９０号由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正についてを議題

として、質疑を行います。質疑はありませんか。７番、髙橋義孝君。 

○議員（７番 髙橋 義孝君）  ただいま議題になっている件について、教育民生委員長に２点ほ

ど聞かせていただきたいと思います。 

 １つは、由布市立小学校規模適正化推進計画について、委員会の中でどのように御議論があっ

たのか、その進め方も含めて。 

 それと、毎回気になるんですけど、もう準備がすべて整って、最後にこういった議案が出てく

るというふうな由布市は運び方をされているようですけれども、そういった議案の提出時期であ

るとか方向性を示す、明示する意思をこういった形で出す時期について、何か委員会のほうで御

議論があったかどうか。その２点についてお伺いします。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 適正化計画は、中身まで入りませんでしたが、こういう計画に基づいてということで、そうい

う資料はいただいております。したがって、これにのっとって、地区民の協議もあったという形

の中で、今回こういう提出をしたと。 
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 言われるとおり、時期の問題は、審議の中ではございませんでした。が、私もやっぱりいろん

なことを思ったときに、やっぱりしかるべき説明はあって、委員会等には早目の投げかけはして

ほしい、そういうふうに思っています。 

○議長（渕野けさ子君）  髙橋義孝君。 

○議員（７番 髙橋 義孝君）  ありがとうございます。推進化計画については、これは１期計画

で朴木がこういう形になっていますけれども、２期計画ということがさきに発表されております。

その２期計画等、計画を発表するときには、やはり１期計画で廃校になりました、例えば石城西

部でありますとか、星南でありますとか、そういったところの後資料がほんとにどうなっている

のか。統合された子どもたちがどのような形で統合先で授業を受けているのか、そういう検証、

いわゆるフォローアップをまずきちっとされて、それからやはり次の計画に、計画を進めるに当

たっては、やはりその地域だけの問題じゃありません。由布市の子どもたちの問題でありますの

で、広く市民からパブリックコメント等をいただく、丁寧な進め方をしていくことが私は求めら

れると思うんですが。 

 それと議案の関係です。予算を認めればもう廃校を認めたんだというふうな、そういう進め方

をされるとどうも私自身納得がいかないところがありますので、その点に関して委員長、再度御

意見を聞かせていただきたい。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員長。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  少し経過と中身に相当入っていますし、そういう思いも

ありますが、あえて私が答えます。検証等、私も思っていますので、そこの２期計画のときには、

それぞれの廃校になった部分をしっかりと検証して、２期計画に生かしていただきたいというこ

とを私も委員長としてお願いしておきたいと思います。 

 また、予算と議案の関係につきましては、これは私も独自に調査をいたしました。予算先議と

いう、同一期間内であれば予算先議という見方もする書物もございますし、いろんな解説もあり

ますが、ほかの県内他市を見たときには、予算先議という形で予算案を先に出されて、あと条例

案が出されたということも調査の中でわかりましたので、これは申し上げておきたいと思います。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。１２番、西郡均君。まず、原案に反対。 

○議員（１２番 西郡  均君）  原案に反対の立場で討論いたします。 

 まず、問題になった適正化推進計画そのものであります。少人数学校では教育ができないなん

ていいますね。教育者としての資質を放棄したようなもので、最初からこんな計画を諮問した清
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永教育長、諮問した後、すぐまたやめてから次の教育長が答申を受けたわけなんですけれども、

土台根底が、そういう発想は、まあ文部省の方針であり、各県も同様に県立の高等学校の適正化

計画もあるし、市町村も小中学校の適正化計画を出すという。文部省が強行に進めている路線な

んですけれども、そういうことをやること自体が私にとっては非常に心外です。 

 ましてや、私は小学校１年のときから複式でした。だから問題だという指摘をする人もおるか

もしれんけれども、それ何の不自由もなかったし、今日まで来ていましたし、そういう点で言え

ば、何でそんな少人数学級を差別するのかと。冒頭に来て、るる述べた学校教育課長ですか、当

時の。不適正な子ができることをるる述べて、その資料たるや、検討委員会の中でも議論されて

ない資料だったそうですね、後で聞いてみたら。そういうふうに推進計画そのものが、一部では

そういうふうに議論されているけれども、議会の中でも十分検討された中身でもない、一方的な

押しつけということで、結局星南、石城西部、朴木が犠牲になったわけなんですけれども、これ

からまたさらに複式学級のところをやろうとしています。 

 私は、こういうことを直ちにやめて、そして１人でも子どもがいればやっぱり市は最善を尽く

すと。かつて合併前のうちの町長が、佐藤成己という人がそういうふうに来て、朴木で言って帰

りました。残念ながら彼市長選に落ちたんで、その後市長に当選した人が適正化計画を強行に教

育委員会に迫ったんだろうと思いますけれども、引き続きこの後はもうしないように、２期計画

というのは即座にもう中止して、朴木もこれは再開しようというような決断をしていただくよう

にお願いして、反対討論といたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、賛成者の討論ありますか。ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第９０号を採決します。本案の由布市立小学校は由布市議会の議決に付すべき契

約及び特に重要な公の施設の廃止に関する条例に規定する、特に重要な公の施設であり、その廃

止については、地方自治法第２４４条の２第２項の規定により、出席議員数の３分の２以上のも

のの同意を必要とします。 

 ただいまの出席議員数は２１人、その３分の２は１４人です。本案に対する委員長報告は可決

です。本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員21名中起立18名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立者１８人であり、所定数以上であります。よって、本案は委員長報

告のとおり可決されました。 

 次に、日程第８、議案第９１号由布市民運動場条例の一部改正についてを議題として、質疑を

行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９１号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第９、議案第９２号由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定につ

いてを議題として、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９２号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１０、議案第９３号西石松地区集会所の指定管理者の指定についてを議題として、

質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９３号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１１．議案第１０２号 

日程第１２．議案第１０３号 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１１、議案第１０２号平成２２年度由布院小学校新築（建

築主体）工事請負変更契約の締結について及び日程第１２、議案第１０３号平成２２年度由布市

一般会計補正予算（第７号）の２件を一括上程します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  それでは、提案理由の御説明を申し上げます。 

 さきの本会議で議案の取り下げ措置をさせていただきました２議案につきまして、教育委員会

の意見聴取等所要の手続をいたしましたので、改めまして追加議案として上程し、一括して提案

理由を御説明申し上げます。 

 議案第１０２号平成２２年度由布院小学校新築（建築主体）でありますが、工事変更請負契約

の締結については、本工事と密接不可分な関係のある取りつけ木製家具工事などの必要が生じま

したので、請負変更契約を締結するものであります。 

 議案第１０３号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第７号）は、歳入歳出それぞれ２億

２,９０３万１,０００円を追加し、予算総額を１８６億５,８７８万３,０００円にお願いするも

のであります。 

 この補正予算は、１１月２６日に国の補正予算が成立しましたことから、地域活性化交付金事

業のきめ細かな交付金、住民生活に光をそそぐ交付金、ワクチン接種事業及び由布市独自の経済

対策事業を４つの柱として編成したものであります。 

 国の補正予算の趣旨が経済対策と地域の雇用を支えるということから、通常の補助事業ではで

きない施設の修繕、解体などを優先して予算計上し、できるだけ市内の業者が対応できるよう、

事業規模などについても配慮いたしました。 

 また、普通交付税の算定がえがあり、８,２００万円余りが追加されましたことから、将来に

備えた基金等に積み立てることも可能でありましたが、現在の市内の経済情勢等を考えたときに

は、由布市独自の経済対策事業としてきめ細かな交付金と合わせて予算措置することが必要かつ

効果的であると判断をいたしまして、早期に発注できる小規模な修繕工事などを予算計上してお

ります。 

 なお、予算執行が年明けの１月以降となることから、年度内完了を目指すものの、終わらない

見込みがありますので、繰越明許費の設定につきましてもよろしくお願い申し上げます。 

 詳細につきましては担当部課長から説明をさせますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御賛同

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（渕野けさ子君）  市長の提案理由の説明が終わりました。 
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 次に、ただいま上程されました各議案について詳細説明を求めます。 

 まず、議案第１０２号平成２２年度由布院小学校新築（建築主体）工事請負変更契約の締結に

ついて詳細説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（野上 安一君）  議案１０２号の詳細説明を申し上げます。 

 議案第１０２号平成２２年度由布院小学校新築工事請負変更契約の締結について、平成２２年

度由布院小学校新築工事請負変更契約を締結することについて、由布市議会の議決に付すべき契

約及び特に重要な公の施設の廃止に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求める。平成

２２年１２月２２日提出。由布市長。 

 １、契約の目的、平成２２年度由布院小学校新築工事。２、契約の方法、要件設定型一般競争

入札。３、契約金額、変更前６億４,１２５万２,３２５円、変更後、６億８,２７７万

７,２００円。いずれも消費税込みでございます。４、契約の相手方、大分県大分市中島中央

３丁目１番１１号、平倉建設株式会社代表取締役平倉二三雄。別紙裏面をごらんください。 

 工事変更仮契約書を添付させていただいております。仮契約については、２２年１２月１４日

で締結をさせていただいております。議会議決後、この仮契約を本契約として取り扱いをさせて

いただきたいと思います。本件につきましては、現場のつくりつけ家具等の設置等に関して約

１２７カ所の設置工事を予定しているところでございます。御審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、議案第１０３号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第７号）

について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（秋吉 孝治君）  財政課長です。本日お配りいたしました議案第１０３号、一部訂正

がございます。大変申しわけございません。１１ページをお開きください。 

 １１ページの一番下になりますけれども、２０款教育費２項小学校費１目学校管理費の財源内

訳の中で、国庫支出金が２,２５０万円になっておりますけれども、この金額が１,５１３万

３,０００円、１５１３３でございます。 

 続きまして、１２ページの中ほどにございます同じく教育費の中学校費の学校管理費の国庫支

出金が１,５１３万３,０００円になっておりますけれども、２,２５０万円に訂正をお願いいた

します。まことに申しわけございません。（発言する者あり） 

 一般財源につきましては、この差額になりますけれども、これにつきましてはまた後ほど修正

をお願いしたいと思います。数字につきましては後ほど計算させていただきますので、申しわけ

ございません。 

 それではまず、議案第１０３号でございますけれども、一昨日にお配りしました１０１号につ
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きまして、もうメモをされている議員さん方がいらっしゃるかと思いますけれども、今回の変更

分につきましては、まず議案番号が１０１号から１０３号に変更でございます。それと、提出日

が１２月２０日から２２日に訂正でございます。 

 それと、５ページの第２表の繰越明許費の中で、款項の項でございますけれども、教育費の中

に公民館費となっておりますけれども、この公民館費が社会教育費のほうに変更いたしておりま

す。 

 １０３号につきましては変更済みでございます。 

 それでは、議案第１０３号をお開きいただきたいと思います。議案第１０３号平成２２年度由

布市一般会計補正予算（第７号）、平成２２年度由布市一般会計補正予算（第７号）は、次に定

めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億

２,９０３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８６億５,８７８万

３,０００円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表繰越明許費」による。平成２２年１２月２２日提出。由布市長。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費でございますけれども、この内容につきましては、一昨日の詳細説明の中で

説明いたしましたので、内容については特に触れませんけれども、今回の繰越明許費に至った経

緯でございますけれども、実は国の交付金事業が今回議決をいただきますと１２月２８日に県に

提出期限となっておりますので、県のほうに提出をいたします。その後、県が１月上旬に県内の

状況をまとめて国のほうに提出しまして、それから内示、また改めて交付申請、交付決定等いた

しますと、早くても１月下旬しか工事発注ができないということから、事業の執行が１月下旬に

なりますので、工期等がとれないことも予想されますので、年度をまたがる契約も必要になるこ

とから、今回事業の繰り越しをお願いするものでございます。 

 それと、もう一つの理由といたしましては、国との繰り越し手続が必要になりまして、国のほ

うについても翌債という手続をとっていきますので、昨年の例で見ますと、２月下旬から３月上

旬には国とのやりとりがございますので、今回繰り越す可能性がある分については繰り越しの議

決をいただきたいということでございます。 

 繰り越しの議決をいただきましても、すべてを必ず繰り越すということじゃございませんで、

繰り越す見込みがあるものについては事前に議会の議決をいただきなさいということになってお

りますので、今回はワクチン以外については議決をお願いするものでございます。 
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 続きまして、９ページをお願いいたします。事項別明細でございますけれども、内容につきま

しては一昨日と重複いたしますので、主に節の説明欄について、改めて説明させていただきます。 

 まず、２款の総務費の５目の財産管理費につきまして、修繕料といたしまして４５０万円ござ

います。これにつきましては各庁舎に枠配として１５０万円を枠配するということで、合計

４５０万円計上いたしております。 

 続きまして、委託料でございますけれども、これにつきましては、国民宿舎の宿泊棟の解体に

伴います設計料でございます。１５０万円。それと１５節の工事請負費につきましては、国民宿

舎の解体工事分ということで、１,８５０万円計上いたしております。 

 続きまして、３款の民生費の１目の児童福祉総務費でございますけど、これにつきましては光

交付金のうちのＤＶ対策でございます。そして、その中で７節の賃金につきましては、ＤＶ対策

の相談員の賃金でございます。２９万３,０００円でございます。需用費につきましては、消耗

品費につきましては啓発用の本等の購入ということで５０万円計上いたしております。印刷製本

費につきましては、同じく啓発用のポスターの印刷でございます。 

 １８の備品購入費の６３万８,０００円につきましては、相談室のエアコンの買いかえでござ

います。 

 続きまして、同じく４款の衛生費でございますけども、４目の予防費につきましてはこれにつ

きましてはすべてワクチン接種、三種類のワクチン接種事業でございますけども、その経費でご

ざいまして、１１の需要費の印刷製本費につきましては、事務費的な経費でございます。１２節

の役務費につきましては、通信運搬費になりますけども、はがき等の購入費１７万３,０００円

でございます。１３の委託料につきましては、子宮頸がん等のワクチン接種業務の委託というこ

とで２,７４８万円計上いたしております。 

 詳しいことにつきましては、ワクチン別の経費につきましては、先般お配りいたしました概要

説明書に記載しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次、１０ページの８款の土木費の道路橋梁費の１目の道路維持費につきましては１,５００万

円、これにつきましては３振興局単位でそれぞれ５００万円の枠配として道路維持費につきまし

て配分をするということで、合計で１,５００万円でございます。 

 続きまして、同じく６項の住宅費の１目の住宅管理費でございますけども、まず需用費の

５００万円、修繕費につきまして公営住宅の小規模なものを改修費として５００万円計上いたし

ております。１３節の委託料につきましては、１５節の工事請負費に伴います設計料でございま

す。２５０万円。工事請負費につきましては、３,５００万円でございますけども、これは公営

住宅の比較的大規模なものをまとめております。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。 
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 ９款消防費でございますけども、まず消防費の１目の常備消防費、これは消防本部関係の事業

費でございまして、１１の需用費の修繕費といたしまして、３消防署の庁舎がございますけども、

それぞれのトイレの改修ということで２０７万８,０００円計上いたしております。 

 １３節の委託料につきましては、それの設計料でございます。１５万円でございます。２目の

非常備消防費、これにつきましては消防団の経費でございます。修繕料につきましては、防火水

槽の修繕ということで２８２万５,０００円。 

 １８節の備品購入費の６００万円につきましては、これは合併後からの長い懸案事項でありま

したけども、消防団用のはっぴの購入費６００万円でございます。 

 続きまして、１０款教育費でございます。教育費につきましては、１項の教育総務費３目の教

育指導費につきまして、備品購入費で１,０３９万円あがっておりますけども、庁用器具費につ

きましては本棚、書架等でございます。図書購入費につきましては、もう図書購入費ということ

で８７８万円計上いたしております。このうちの県支出金が特財の中で７５万円ございますけど

も、これにつきましては西庄内小学校がモデル校と指定されておりますので、国の補助金が県経

由できますので、その歳入として７５万円計上いたしております。 

 続きまして、２項の小学校費でございますけども、学校管理費、先ほど財源内訳の中で国庫支

出金を１,５１３万３,０００円に修正をお願いしました。一般財源につきましては、１,０６０万

７,０００円、１０６０７でございます。内容といたしましては、各小学校の修繕でございます

けどもそれが１,０００万円、委託料につきましては下の１５節の工事請負費、この中の主なも

のといたしましては川西小学校の体育館の屋根の塗装のやりかえ、それと石城小学校のプールの

改修等のそれに伴います設計料でございます。それが２７４万円でございます。工事請負費につ

きましては、先ほど申しました工事等含んで１,３００万円計上いたしております。 

 次の、３項の中学校費でございますけども、ここにつきましても先ほどの財源内訳の中で、国

庫支出金につきましては２,２５０万円に修正をお願いいたしまして、一般財源につきましては

１,２５０万円、１２５００でございます。修正をよろしくお願いいたします。 

 中学校費の需用費につきましては、３中学校のそれぞれの修繕費といたしまして、合計で

３００万円計上いたしております。委託料の設計につきましては、同じように工事請負費のこの

中には庄和寮の解体費が主なものでございまして、庄和寮の解体につきましては２,５００万円

を予定いたしております。それの設計料ということで２５０万円でございます。 

 費目につきましては、先ほど庄和寮の廃止の議決をいただきましたけども、廃止条例を議決を

いただいて、すぐに普通財産に変わるわけではございませんで、所管がえ等の手続が必要になり

ます。今回につきましては、それらの手続の前に解体をいたしたいということで中学校費で計上

いたしております。よろしくお願いいたします。 
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 続きまして、４項の幼稚園費でございますけども、修繕料につきましてはもう先ほど小中学校

と同じように幼稚園の修繕料ということで２００万円、委託料につきましては工事請負費の設計

料ということで１００万円ですけれども、工事請負費の１,２００万円の主なものにつきまして

は、由布院幼稚園の屋根、挾間幼稚園の通路等の改修工事でございます。 

 それでは次のページ、１３ページをお願いいたします。 

 ６項の社会教育費でございますけども、２目の公民館費につきましては修繕料が１７３万

２,０００円、これにつきましては庄内公民館のトイレの改修が主なものでございます。 

 次に、１８節の備品購入費につきましては、これは未来館の横断幕作成機器が故障したという

ことで、買いかえの分でございます。８５万７,０００円お願いしております。 

 次に、３目の図書館費、これは市内に３つあります図書館の経費でございます。１１節の需用

費の１１万円につきましては、図書運搬用のバック等の購入費でございます。１３の委託料につ

きましては、図書マーク作成業務ということで９２万３,０００円計上いたしております。 

 １８節の備品購入費につきましては、庁用器具費といたしまして、本棚・書架等でございます

けども、その経費が３４５万１,０００円、図書館の図書購入費が９８２万６,０００円でござい

ます。 

 最後に１０款の７項の保健体育費でございますけども、修繕料３００万円、これは挾間のＢＧ

のプール関係の修繕料でございます。それが主なものでございまして、３００万円計上いたして

おります。 

 私からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  各議案の詳細説明が終わりました。 

 これより、各議案の質疑を行います。発言につきましては、日程に従い議案ごとに許可をしま

すが、会議規則及び申し合わせ事項を遵守の上、質疑・答弁とも簡潔にお願いします。なお、自

己の所属する常任委員会に関連する事項については所属委員会でお願いいたします。 

 まず、日程第１１、議案第１０２号平成２２年度由布院小学校新築（建築主体）工事請負変更

契約の締結についてを議題として質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、太田正美君。 

○議員（１３番 太田 正美君）  附帯工事ということで理解しているんですが、本体工事の耐用

年数と附帯するこの工事の耐用年数は一緒になるのか、それとも別の耐用年数として考えるのか

だけちょっと確認したいんですが、お願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。つくりつけの棚等でございますので、当然

のことながら本体と一体化しているものというふうに理解をしております。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。１７番、久保博義君。 
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○議員（１７番 久保 博義君）  １７番、久保です。今、次長さんの説明によりますと本体と一

体ということで今説明がありましたけども、そうしますとこのつくりつけの家具ですね、これは

設計ミスなんですか。当初から設計に入ってなかったということですか。どちらが責任取るわけ

ですか、これ。 

○議長（渕野けさ子君）  教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。今回の由布院小学校の建築にあたりまして

は、国庫の補助金を概算要求をまずいたします。そのときは、単価に面積等を掛けて積算をしま

すので、具体的なこうなるという数字についてはわかりません。その段階で概算で要求をします

が、実施設計を行った段階で、その概算要求枠より工事費のほうが率にしますと六％強高くなっ

たということでございます。 

 したがいまして、国庫補助の対象内として本来はこの備品というふうに予算計上しております

けど、工事請負費で補助対象内事業として計上する予定でありましたけど、概算枠の関係で実施

設計を行うと、それを超えてしまいましたので予算枠としては備品で計上いたしました。 

 工事について入札を行った結果、入札減が生じましたので、補助対象外事業を補助対象内事業

の工事請負費として行いたいと、そういうことで変更契約が生じましたので。概算要求が甘過ぎ

るじゃないかという御指摘はあるかもしれませんが、６億ほどの工事で五、六％の不足が出たと

いうことでございますので、その辺はなかなか実施設計を行ってみないと確たる数字になりませ

んので、何とぞ御理解をいただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。１４番、佐藤正君。 

○議員（１４番 佐藤  正君）  担当の委員会ですので、契約管理課長にお伺いをいたします。 

 これ要件設定型の一般競争入札ということになっておりますけども、入札を行ったのかどうか、

お伺いします。 

○議長（渕野けさ子君）  契約管理課長。 

○契約管理課長（渡辺  定君）  契約管理課長でございます。御質問にお答えします。 

 一般競争入札で６月の２日に入札を実施いたしております。 

○議長（渕野けさ子君）  １４番、佐藤正君。 

○議員（１４番 佐藤  正君）  今回の変更の分です。 

○議長（渕野けさ子君）  契約管理課長。 

○契約管理課長（渡辺  定君）  大変失礼いたしました。今回の変更の分につきましては、入札

執行はいたしておりません。 

○議長（渕野けさ子君）  １４番、佐藤正君。 
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○議員（１４番 佐藤  正君）  この議案書は一般競争入札ということになっておるんですが、

じゃあ随契でこれをやられたということですか。 

○議長（渕野けさ子君）  契約管理課長。 

○契約管理課長（渡辺  定君）  質問にお答えします。 

 私の答弁ちょっと誤解を招いて申しわけありません。あくまでも変更契約でございますので、

当初の本契約につきましては６月の２日に入札を執行いたしました。その後の、その内容につい

ての今回の工事請負変更仮契約のお願いでございます。 

○議長（渕野けさ子君）  もう今３回しましたので、ほかにありませんか。２番、廣末英德君。 

○議員（２番 廣末 英德君）  私も所管委員でありますので、契約課長にお伺いいたしますと、

今佐藤正議員がおっしゃいましたように、一番大事なことはゼネコン側につくりつけは入札しな

いということですか。そういう契約なんですか。抱き込みでやるということですか。一般競争入

札、つくりつけというんですか、それは本体工事でもう抱き込みでやる、入札はしないというこ

とで、もう私たち理解でいいですか。 

○議長（渕野けさ子君）  契約管理課長。 

○契約管理課長（渡辺  定君）  先ほど回答申し上げたとおりでございまして、当初の工事につ

きましては、要件設定型の一般競争入札を済ませて、先ほど議案の説明のとおり契約の相手方に

つきましては、平倉建設でございました。その工事をした中において今回変更が生じたというこ

とでございますので、その契約につきまして改めてではなくて、あくまでもその当初の工事に対

する変更の工事ということでございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ２番、廣末英德君。 

○議員（２番 廣末 英德君）  私がお伺いしたいのは、一般備品は入札するということなのか、

つくりつけというんですか、そういうのはもう抱き込みでゼネコン側に入っているのかというの

をはっきりしたことを聞きたいんです。３回しかできませんので、なぜならば一般備品の購入の

際はゼネコン工事の中に入っているとか何か不自然に思われるんです。絶対に入札しないと、私

は公明性を欠けるんじゃないかと思うんですけど、すべて備品等はゼネコン側の中に入っている

のかって聞きたいです。 

○議長（渕野けさ子君）  副市長。 

○副市長（清水 嘉彦君）  私のほうからお答えいたします。 

 通常、当初で工事を出したときに、例えば地盤が悪ければ変更とかいうのが生じます。当初は

先ほど申しましたように、要件設定型一般競争入札ということでやりました。先ほどからの御質

問もありましたように、今回いろいろ工事をする中で、備えつけの家具というのが、例えばコン

セントの位置とか壁を無駄にしないということであれば、本来は同時で施工したほうがいいとい
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うことで、当初例えば７億円の設計契約に対して６億円で受注したということがあれば、それと

全く同じ比率で今回業者と話をこの備えつけの家具ということができますかという双方の協議の

中で、今回の変更契約を締結しているということで、経費的にはかなりの経費の削減が図られる

と。 

 ただ、本来であれば一緒に備えつけ家具までも含めて発注すべきであっというふうに考えてお

りますが、先ほど概算要求の関係と、国からの内示の関係で若干差額あったということで、やは

り額を上回って発注するのが難しかったということで、今回こういう措置をとらせていただいた

ということでございます。 

○議長（渕野けさ子君）  教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  補足をさせていただきます。 

 今回、変更契約をする分はいわゆる固定式の備品だけでございます。固定式でない、可動式の

備品等については当然今備品の予算で変更前に、予算としてお願いしています６,０００万円の

うち、固定の備えつけの分だけが移行するということで、残る備品については当然それ相応の額

が備品として、これは新たに入札を行って発注をするということでございますので、御理解をお

願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  ２番、廣末英德君。 

○議員（２番 廣末 英德君）  市長もお話にあったように、できるだけ由布市からの業者の皆様

にと、利用でいたいと、そうですね。そういうお話もいただいていますし、今の次長から、私が

聞いたんじゃない、次長が勝ってにしゃべっているんですから、私に。所管ですけども、そうい

うお答えいただきました。絶対に一般備品の場合は市内を入れた方々の業者の皆さんの入札を行

うと。その件で、課長、大丈夫ですか。今、次長からそういうお答えをいただきましたので、市

長、副市長、中に入れてほしいと思いますので、それが私は一番大事なことで、この中で確認を

とりたかっただけです。議長、以上でいいです。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ここで皆様にお諮りいたします。あと、一般会計の補正予算が残っているんですが、お昼休み

しなくて、もうこのまま続けてよいでしょうか。（発言する者あり）ありますが、切ったほうが

いいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  じゃあ、続けさせていただきます。 

 次に日程第１２、議案第１０３号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第７号）を議題とし

て質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、太田正美君。 

○議員（１３番 太田 正美君）  歳出のほうですが、９ページの国民宿舎の解体請負工事ですね、



- 290 - 

現在包括支援センターが一部間借りをしているような形で利用しておりますが、この解体、最初

に今回も前回の議会でも同僚議員が一般質問の中で利用計画について質問をいたしましたが、検

討委員会を立ち上げて今後の土地利用を図るということでありましたが、急にその結論が出ない

ままこの解体工事が予算が急に上がったということであります。 

 その辺の、委員会で議論がされた後にこういう予算がついたのかということと、宿泊棟だけを

解体するということなんですが、じゃあ残りの施設の活用等はどういうふうに中で話されている

のか、話されていないのか。 

 あと、今残る部分のものもどういうふうに利用計画があるのかお尋ねいたします。 

 検討委員会ではまだ二、三年、検討する時間がいるみたいな話を伺っていましたけども、急に

何かこういう感じですので、その辺の短期の利用と長期にわたっての計画とのお話を聞きたいと

思います。 

 次に、１１ページの庁用器具費、非常備消防のはっぴの購入ということなんですが、現在の消

防団員の数とこのはっぴの購入の数が幾らなのかというのをお伺いしたいのと、今回もう既に持

っている消防団員もおるわけですが、新たに新調する意味合いがどういうふうに議論された中で

図られたのかというのと、今はっぴは旧町時代からの湯布院は湯とか、庄内とかそういう名前が

入っているんですが、その辺の名前を今回由布市の由に統一するのか、それとも旧町時代の地域

性が、方面隊がありますので方面隊としての名前にすると、その辺の検討をされたのか。 

 それと、１２ページの庄和寮の解体は委員長報告では普通財産にするということでしたが、先

ほどの説明では解体後の普通財産にするという理解でいいのかどうか。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（相馬 尊重君）  総合政策課長です。まず、太田議員の国民宿舎の解体の検討委

員会との整合性についてお答えします。 

 今回の予算計上分は、宿泊棟のみの解体部分で残りの食堂、研修棟についてはそのまま残すと

いう計画です。検討委員会については、先般の一般質問でお答えしましたように、今後の国民宿

舎のあり方について検討を行っていただくということにしておりますが、この宿泊棟については

耐震診断等の結果から今のままの活用はとても危険で難しいという結果が出ておりますので、こ

の部分は検討いかんにかかわらず再利用は困難だという判断から、この部分はもう取り壊した後

で残った部分について今後の利用計画を検討していただくという計画でございます。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  防災安全課長。 

○防災安全課長（利光  浩君）  防災安全課長です。太田議員の質問にお答えいたしたいと思い
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ます。 

 まず、１点目の現在のこの部分でのはっぴの整備の枚数とかそういう形のお伺いと思いますが、

はっぴの枚数の質問だと思いますが、今考えているのはこの６００万円で、はっぴの枚数として

は６３４枚くらいの整備を考えております。あと残りについては、大体団員の部分ですると

１５０枚くらい不足しておりますが、その分については後日また後年度の部分で要望していきた

いというような形で思っています。 

 あと、湯布院等が消防団の方が持っているはっぴをどうするのかというような形の質問であり

ますが、一応今回はっぴについては全団員という形はしたいとは思っているんですが、なかなか

できない状況でありますので、はっぴについては順次整備していきたいと思っていますし、湯布

院で持っているはっぴについては地区の行事等では利用していただき、交付するはっぴを由布市

全体の行事等で使用していただきたいというような形で思っています。そして、はっぴの名前に

ついては１市１団という形でありますので、由布という形で消防団と協議していきたいというよ

うな形を考えております。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長です。庄和寮の取り扱いにつきましては、解体費を教育予

算で計上いたしておりますので、解体後に底地については普通財産という形になるように教育委

員会から市長部局のほうに移管をする手続になると思います。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  １３番、太田正美君。 

○議員（１３番 太田 正美君）  まずはっぴの分ですが、いろいろ言いませんので常任委員会の

ほうで少しこの辺の精査をしていただきたいと思います。 

 国民宿舎の件については、今包括支援センターがどうするという答えがなかったんですが、現

在の包括支援センターをどういうふうにこの解体工事との兼ね合いでもっていくのかというのと、

その解体はしたがまた何年もまた同じような電気が消えた状態に置くというのはちょっと、一般

質問された議員にもちょっと失礼にあたるんじゃないかと思うんで、特に建物と宿泊棟は壊すに

しても、温泉棟がありますね。その辺の利用が今全然されておりません。多分温泉棟の泉源の保

護というかそういうものと、浄化槽あたりの管理というのが当然継続してやらなければいけない

と思うんですけどね。その辺の利用もまたぜひ検討していただきたいと思いますので、これも常

任委員会のほうにしっかりお話をしていただきたいと思います。 

 質問を終わります。包括支援センターだけちょっとお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  総合政策課長。 
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○総合政策課長（相馬 尊重君）  太田議員の御質問にお答えします。 

 包括支援センターが今現在使っているのは研修棟というふうに認識しておりまして、その部分

は今回あたりませんので、解体工事には（「入り口はどうなるのか」と呼ぶ者あり）その辺は影

響のないように工事の施工をしたいというふうに考えております。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質問はありませんか。６番、小林華弥子さん。 

○議員（６番 小林華弥子君）  幾つかあります。まず、全般的な部分で歳入のところで普通地方

交付税８,２００万円の増額なんですが、これがどうして第７号補正で上がっているのか。６号

補正で上げられなかったのかという部分を１点お伺いします。 

 内示の額の通知はいつきたのか、日付がわかれば教えてください。 

 それから、全般的なことなんですが、今回決め細やかな交付金事業と住民生活に光を注ぐ交付

金事業、ワクチン接種事業、あと市の単独財源でやる事業というのを４本柱でやっているという

ふうに言われましたけど、特にさきの２つの国の交付金事業の、交付金のそもそもの趣旨とその

趣旨に照らしてどうしてこの事業を選んだのかという、その事業査定の理由が全然見せません。

具体的に市の実施計画にあるものをどういうふうに乗せてきたのかとか、この交付金がきたとき

の交付金目的の趣旨に合わせてどうやって事業選択、及び査定をしてきたのか、そのプロセスを

教えていただきたいというふうに思います。 

 それから、もう一つ市の単独事業４,６００万円の単独事業をやっておりますけれども、市長

の説明では基金に積み立てておいて、充てることもできたけれどもとりあえず細かい小さなもの

から充てたといいますけれども、先ほど同じときに説明もあったように、全部来年度に繰り越し

を予定しているということであれば、なぜわざわざ独自財源のものをいちいち事業に振り分けて

来年度に繰り越さなければいけないのか、そこら辺の趣旨説明をお願いします。 

 それから、個別の款項目についていいますと、１０ページ住宅費ですが、大規模な公営住宅の

改修については３,５００万円の工事費を受けて、あとは修繕費、小規模な修繕を５００万円受

けていると言いましたけど、具体的にこれ大規模・小規模ってどの程度ものを何件くらい見込ん

でいるかということと、大規模・小規模の区別は何を基準にしているのかというのが１点。 

 それから、次の１１ページと１２ページ、小学校費と中学校費なんですが、小学校費のほうの

修繕費が１,０００万円、これの内訳を教えていただきたい。 

 それから、これは一般財源になっていると思うんですけれども、初日に詳細説明の資料で配っ

ていただいたものの中に、単独財源でやる修繕費の中に小学校の１,０００万円が上がっていま

せんけれども、ここら辺はどういうふうになっているのか。 

 それから、同じく中学校の修繕費も３００万円ありますけれども、これの内訳、どういうふう

にどの中学校に何の事業のためにどういうふうにつけているのか。それから、これも初日の資料
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では１,０００万円つけると書いてありながら、予算書では３００万円になっておりますけど、

ここら辺はどういうふうになっているのか教えてください。 

○議長（渕野けさ子君）  最初の６号補正に入るのではないかという質問なんですが、それは所属

委員会になると思うんですけど、いいですかね。（発言する者あり）その他の、交付金にかかる

ことはすべて委員会で説明させていただきたいということですが。（発言する者あり）教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。小学校の修繕、中学校の修繕等の内訳とい

う御質疑がございましたが、今回の追加補正につきましてはすべて具体的に積み上がった形で予

算計上という、時間的にそういうことができなかったということで、一定の枠配分というような

ことで、教育委員会も財政課のほうと協議をいたしておりますので、所管の常任委員会の中でそ

の辺の事情も含めてお聞きいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  建設課長。 

○建設課長（麻生 宗俊君）  建設課長です。小林議員の御質問にお答えいたします。 

 住宅の関係でございますけど、大規模・小規模とございますけど、工事請負費に上げている分

が大規模ということで判断しておりまして、３,５００万円の予算でございますが、これ屋上防

水工事等を含んで全体で９件ございます。９件で３,５００万円、あと小規模な修繕費でござい

ますけど、４０万円から５０万円の修繕費として全体で１１件を予定をしております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  小林華弥子さん。 

○議員（６番 小林華弥子君）  所管で聞けと言われるかもしれないんですけど、多分共通してだ

とは思うんですけども、その枠配分はそれは担当課の中でまだ事業予定が決まっていないのに枠

だけくれというふうに予算要求をしてきたんでしょうか。今回、枠配分が物すごく多くて、自分

の所管委員会なので言えないんですけど、振興局なんかにも思いっきり丸ごと枠配分しています

が、これは担当課がそれぞれ手元にある事業を積算した上で枠配分をしてくれというふうな予算

要求をしてきたのか、それとも枠配分が先に決まって、これから担当課事業内容を決めていくと

いうことなのか。例えば、具体的に小学校や中学校はどういうふうに手続踏まれたのでしょうか。 

○議長（渕野けさ子君）  財政課長。 

○財政課長（秋吉 孝治君）  財政課長です。小林議員にお答えいたします。 

 詳しいことにつきましては、委員会のほうで説明をさせていただきますけども、今回の追加補

正につきましては、これまでも御説明しておりますけども、なかなか時間が限られておりました。

その中でそれぞれ各課には私どもが４つの柱を中心に予算編成をするので、要求をしてください

ということをお願いいたしまして、今回約２億円余りでございますけども、要求額は約６億円ご

ざいました。そうした中で、修繕については実際修繕というのは具体的にどこをどうするという
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のもなかなか見積もり等をとらないとわからない案件が多いものですから、特に庁舎関係等につ

きましては３庁舎それぞれ枠配という形でとりましたし、振興局の維持補修についても例えば道

路の小規模な改修、例えば離合場所がないとか、ガイドレールがないとかいろいろもろもろござ

いますので、その辺については枠配の中で予算限られておりますので、今回はこの枠配の中で設

計等行って実施してもらって、１日でも早く市内業者に発注するようにというお願いをしたとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかにありませんか。１２番、西郡均君。 

○議員（１２番 西郡  均君）  今問題にしたとこが小学校費、中学校費ね、ここなんですけど

も、いわゆる内訳も違うんですよ。だから、教育委員会が気がついたら財政課にそのことをきち

っと伝えるというんならわかるんですけども、同僚議員が今言っていましたけども、修繕費が中

学校で１,０００万円計上しているんですね。ところが中学校は３００万円になっているんです

よ、修繕費が。小学校費ではそこまでいってなくて３００万円ということやったのが１,０００万

円にここは計上されているので、それぞれ予算書を担当課も受け取っているはずだから、もしお

かしかったらおかしいよって言うてあげんと、いやもうこれは財政課がやったんじゃけ、そのま

ましちょって済ましておるんじゃないかという気がするんじゃけどね。そこ辺は気がついちょっ

たけどだまちょったんか、それとも気がつかんかったんか、それだけ言うてください。 

○議長（渕野けさ子君）  教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長です。大変申しわけありません。気がついておりませんで

した。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに、いいですか。２番、廣末英德君。 

○議員（２番 廣末 英德君）  １１ページ、消防費、２目１１節２８２万５,０００円、このち

ょっと内訳をお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  防災安全課長。 

○防災安全課長（利光  浩君）  防災安全課長です。需用費の修繕費の内訳なんですが、挾間地

区が２件、庄内地区が１件、湯布院地区が２件の部分であります。挾間地区では、下市の防火水

槽の改修という形で上げています。それと、もう一つ小野自治区の防火水槽の水漏れ防止工事と

いう形も１つ、それと小野屋自治区の防火水槽の落石防止の工事という形で、それと湯布院の佐

土原自治区の防火水槽の取水口の弁の改修という形の分とフェンスの改修、それと石光消防団の

車庫の天井が壊れていますので、その天井の補修という形で上げさせていただいています。 

○議長（渕野けさ子君）  ２番、廣末英德君。 

○議員（２番 廣末 英德君）  消防長にお尋ねいたします。防火用水槽、これ全部確認したから
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こういう予算請求をされたんですかね。（「非常備」と呼ぶ者あり）非常備で。いやいや私はと

もかく、私が、だまっちょきゃええんよ、俺が聞きよることを、やかまいしいやつじゃ。管理し

て私に陳情が来たとこがありました。槽は立派になっておるんだと、水が来ないというんです。

意味がなしていないというんです。ということは、当然一番安全安心のあなたたちが管理をして

いないんじゃないかと私言ったんですけどもね、地域振興課に相談したらば、その水を、水槽に

水をためてほしいと、その水がないんだということがあったんです。地域を言いますと畑です。

今お伺いしたのが、防災安全課にお伺いしたらそれ入ってなかったもので、ちょっと消防長と湯

布院の振興課長、もしくは課長とちょっと連絡をとってもらって、この中にもう予算計上されて

いるから無理だと思うんですけども、この次でもいいですから、一応現場に入ってみていただけ

ますか。この件に、議長、それは総務でしょうか、担当は。 

○議長（渕野けさ子君）  総務。 

○議員（２番 廣末 英德君）  総務ですね。防災安全課長、地域が畑です。防火水槽は立派なも

のがあるんですけど、水がこないというんです。そこは、防災安全課長、消防長も同じでよろし

くお願いします。その件だけですので、お願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  総務部長。（「議案に対する質疑ではない」と呼ぶ者あり） 

○議員（２番 廣末 英德君）  だからこの中に、私が言わんとするはこの中に入っていませんね

と。ということは、直接私たち言えないけども地域の人は何もわかりません。だからそれが振興

局とか消防長に行っているはずなんです、相談に。こういうことも取り上げたことをぜひ予算の

中に入れてほしいなというのが、私のお願いであります。説明わかりましたので、よろしくお願

いします。 

○議長（渕野けさ子君）  総務部長、いいですか。 

○議員（２番 廣末 英德君）  いや、もうわかったから、言わんとするがあったからお願いして

おきます。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかにありませんか。１５番、田中真理子さん。 

○議員（１５番 田中真理子君）  済みません。１つだけお伺いいたします。 

 １２ページの幼稚園費の中の工事請負費ですが、挾間幼稚園は通園路だけが入っているんでし

ょうか。挾間幼稚園は雨が降ると非常に運動場の中がすごく水はけが悪いので車とか入った後の

わだちもできますし、給食センターの車が入ったりするとできるんですけど、ちょっとその辺だ

け教えてください。 

○議長（渕野けさ子君）  教育総務課長。 

○教育総務課長（森山 泰邦君）  教育総務課長です。田中議員にお答えいたします。 

 挾間幼稚園につきましては、園庭も含めて検討してまいりたいと思っております。 
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 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  いいですか、ほかに質疑はありませんか。７番、髙橋義孝君。 

○議員（７番 髙橋 義孝君）  ７番、髙橋です。９ページですね、民生費のＤＶということなん

ですけど、今回の光交付金について活用方法がさまざま、光が当たらない弱者に対してというこ

とで、高齢者であるとか、障がい者であるとか、認知症の方であるとか、交付金のそもそもの趣

旨からいうと消費者行政ということがまず第一に掲げられて、１０月に２６日にこれ閣議決定さ

れているんですね。早い自治体はもうその辺から約２カ月前ですけども検討を始めてさまざまな

活用を取り組んでいますが、それはちょっと置いておきまして、これをあえてＤＶ対策に選んだ

ということは何か実績等が、かなり困られている方がおられるとか、その効果をどのように考え

てここに予算計上されているのか、そこについてちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（渕野けさ子君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（宮﨑 直美君）  子育て支援課長です。髙橋議員にお答えいたします。 

 今回につきましては、要保護の対策の件だけで計上させていただいております。児童のみの予

算計上といたしております。 

 以上です。（「対象者はどのくらいですか」と呼ぶ者あり）対象人数というのはちょっとわか

りませんけれども、家庭で一人で悩んでいる方がいらっしゃるかと思いますので、家庭相談員と

協力しながら要保護児童対策協議会等との連携を保ちながら事業を進めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  以上で、各議案の質疑が終わりました。 

 それでは、議案第１０２号及び議案第１０３号の２件の案件については、会議規則第３７条第

１項の規定によりお手元に配付の議案付託表のとおりそれぞれ所管の常任委員会に付託いたしま

す。各委員会での慎重審査をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１．会期延長の件について 

○議長（渕野けさ子君）  お諮りします。会期延長の件についてを日程に追加し、追加日程第１と

して議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、会期延長の件についてを日程に追加し、

追加日程第１として議題とすることに決定しました。 
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 お諮りします。本定例会の会期は本日までと議決されていますが、審議の都合によって１２月

２７日までの５日間延長したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は１２月２７日までの

５日間延長することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（渕野けさ子君）  これで本日の日程はすべて終了いたしました。 

 次回の本会議は２７日午前１０時より各委員長報告、討論、採決を行います。 

 本日はこれにて散会します。大変に御苦労さまでした。 

午後０時28分散会 

────────────────────────────── 

 


